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■平成２９年度の墨田区予算案が墨田区議会で成立しました
　今年度の墨田区の予算の総額は、一般会計予算（区民の皆
様にとって毎日の生活に関係する防災対策、ゴミの収集、保
育所、学校教育、街づくり、職員給与等）が総額 1,111 億円に
なります。また、国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療の
特別会計は総額 592 億円です。
　今回の予算では、山本区長の掲げる政策「すみだの夢」の
目標を達成するために、右記の重点課題が決められました。
　国際観光都市を目指している墨田区は、今大きく変わり
つつあります。新しい墨田区を作る大事な予算です。区民の
皆様と一緒にこの予算の使い方を監視していきましょう。

１．「暮らし続けたいまち」の実現に向けて
―子ども・子育て支援の充実

２．地域力日本一の、住んでいてよかったま
ちをつくる

３．「働き続けたいまち」の実現に向けて
４．「訪れたいまち」の実現に向けて
５．シティプロモーション戦略の推進
６．時代の変化を見据えた新たな取組
７．行財政改革の推進

　今年度の墨田区の予算では、私がこれまで訴えてきた「チルドレン・ファースト（子どもを第一に考える）」が実現さ
れた点では評価できます。保育定員は500人増えますし、保育士に対する宿舎の支援も拡大されます。経験のある保育

士の確保につながると思います。亀沢にある家庭センターは廃止になりますが、新たに民間の保育園が設立されます。

　また、国際観光都市を目指しての両国地域のまちづくりや、オリンピック・パラリンピックに向けた予算も含ま
れました。そして、国際化を目指して20名の中学２年生をオーストラリアに派遣する事業も始まります。皆様の税金
で派遣する生徒の選考については、公明正大でなければ区民の信頼を失います。選考基準を明確にして、誰もが納得

する選考が行われる様にすべきです。

　区の予算は皆様が納めている住民税と社会保険料によって賄われています。毎月の支払いに苦労されている区民

の方も多いと思います。区民の皆様が納めた税金が無駄に使われない様に、私、井上ノエミは、墨田区の予算の使い

方を徹底的に監督していきます。

井上ノエミの今年度の墨田区予算についての見解

〈予算の重点課題〉

子どもを安心して育てられるスミダ
ご高齢者が安心して暮らせる
スミダを実現するために井上ノエミは全力でがんばります。

ご高齢者の財産をねらった電話による詐欺が増えています。息子や孫、時には区役
所、警察、銀行、税務署などと言って、お金を要求します。そんな電話があったら、

家族や知人、警察に相談しましょう。知らない人にお金を絶対渡さないでください。送らな
いでください。預金通帳やキャッシュカードを渡さないでください。うまい投資話はありません。
いちど渡したお金は、まず返ってきません。あなたの大事な老後の資金がねらわれています。

さ　ぎ

高齢者をねらったお金の依頼の電話に注意 ! !高齢者をねらったお金の依頼の電話に注意 ! !



●企画総務委員会（常任委員会）
●行財政改革等特別委員会
●墨田区社会福祉事業団評議員
●障害者施策推進協議会

（平成２９年度墨田区各会計予算より抜粋）●指定管理者によって運営されている墨田区の施設とその委託費の実態

墨田区議会議員墨田区議会議員井上ノエミ

墨田区議会所属委員会等

プロフィール
井上ノエミ 南米ボリビア生まれ。大学卒業後エコノミストとしてボリビア中央銀行、国連事務所勤務。

ニューヨークで井上和雄（元衆議院議員）と結婚。平成７年に来日。
ユニセフ東京事務所にコンサルタントとして勤務。
平成21年 南米諸国との交流を促進するNPO法人「日本ラテンアメリカ友好協会」を
墨田区に設立し、理事長就任。
平成22年 日本に帰化し日本国籍を取得。
平成23年４月に墨田区議会議員に初当選（１期目）、平成27年４月に再選（２期目）。 　
墨田区在住15年。 夫 井上和雄（元衆議院議員）。
ペット：リリー（トイプードル）　趣味：ラテンダンス
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■墨田区の施設の指定管理者制度：区民参加によるチェック制度が必要
　墨田区では、地域の集会場やスポーツ施設などの公共施設の運営管理を民間の企業や団体に任せています。
これを指定管理者制度といいます。墨田区では、これまで区が運営していた一部の保育園も指定管理者に任せ
る計画です。指定管理者制度については、区の施設の運営を民間に任せることにより、コストの削減、住民サ
ービスの向上をはかれることから、自治体にとっては重要な制度です。公務員である区の職員の給与は民間よ
り高く、地方公務員法により勤務に関しても様々な制限があります。その点、民間であれば、住民のニーズに
よりあったサービスが提供できます。例えば、両国屋内プールは平日は午後10時まで開いています。
　指定管理者に関しては、保育園では保育の質が下がるという心配もありま
す。また、一部の幹部職員だけが高い給与を受け取り、一般職員は低い給与
に甘んじるなどの不公正がない様に、必要な情報をすべて公開する必要があ
ります。区民の税金で運営されているのですから、区民が参加して、施設の
管理運営をチェックする制度が必要だと思います。

施設の名前 指定管理者 １年間の委託費 施設の目的等

トリフォニーホール 公益財団法人
墨田区文化振興財団 ３億６千万円 コンサートホール運営

共用部分公益費3200万円別

すみだ北斎美術館 墨田区文化振興財団
丹青社共同企業体 １億６００万円

東駒形コミュニティ会館 東駒形ＴＲＣ
賀川記念館グループ １億１千万円 学童クラブ運営

梅若橋コミュニティ会館 梅若橋あすのすみだ １億５９７万円 学童クラブ運営

両国屋内プール
コナミスポーツ＆
ライフセントラル

エンジニアリンググループ
６千２００万円 プールの運営管理

維持管理費4900万円別

八広地域プラザ 一般社団法人 吾嬬の里 ７千万円 借地料668万円
施設維持費420万円

本所地域プラザ 一般社団法人
地域プラザBIG SHIP ５千８００万円 地域集会スポーツ施設管理


